
本体サイズ　
パックサイズ　

口径65.5×高さ73×底径46.2mm
満杯容量　 156ml

幅68×天地570×厚み68mm
幅368×奥行368×高さ592mm
本体3.3g・パック333g・ケース11kg
バージンパルプ100％内面PEラミネート

ケースサイズ
重量
材質

本体サイズ　
パックサイズ　

口径72.6×高さ79.3×底径51.5mm
満杯容量　 211ml

幅75×天地570×厚み75mm
幅390×奥行390×高さ591mm
本体4.8g・パック480g・ケース14kg
バージンパルプ100％内面PEラミネート

ケースサイズ
重量
材質

C15100JMN
日本の地紋カップ 150ml

1ケース30パック入（3000個入)1パック100個入

C20100ＪＭＮ
日本の地紋カップ  205ml

1ケース25パック入（2500個入)1パック100個入

3柄
アソート5oz 間伐

3柄
アソート7oz 間伐

日本の地紋カップ

▲「麻の葉」あさのは

文字通り麻の葉っぱ
を模した模様です。
平安時代には存在
が確認されており、江
戸の歌舞伎役者の
着物柄に使われたこ
とで人気に火が付
き、広く人々に愛され
てきました。
麻の丈夫さや生育の
早さに掛けて、子供
の健康と成長を願う
意味で赤ちゃんの産
着柄にも多用されて
きました。
そんな「麻の葉」は日
本人の心により深く
響く地紋と言えるかも
しれません。

◀「紗綾形」さやがた

卍(まんじ)を崩してつないだ模様を言います。
起源は中国、明の時代に日本へ輸入された絹織物の文様で、桃山時代
頃から染物の他、建築装飾などに多く使われています。「不断長久(絶え
ず長く続く)」という意味があり、「紗綾形」を描く時、家の繁栄や長寿への
願いが込められていました。

「青海波」せいがいは▶
大海になびく波を表している、鱗にも見える連続模様です。
古来広く世界で見られた模様で、日本では埴輪の衣服に似た模様が
確認されています。平安時代、雅楽「青海波」の装束の文様としてそ
の名がついたと言われ、江戸時代の漆工、勘七が「青海波」を巧みな
塗りで描き、広く人々に普及していきました。穏やかな波のように、
日々の平穏を願う意味を持つ地紋です。

落ち着いた粋なデザインは 
おもてなしにも、普段使いにも。

地紋と総称される日本の伝統柄を紙コップにあしらいました。

和風の演出にはもちろん、北欧柄にも通じるモダンさで、場所や人、

時を選ばず、皆様にお使いいただけるベーシックデザインカップです。
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